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「2015年のミレニアム最終年をアフリカ

の現場で迎える」という念願が叶った2

回目のザンビア。農村の母子保健を支え

る現場だけでなく、診療所を管轄する行

政関係者に深く関わる業務だったため、

行政と住民ボランティアが会議で直接対

話をする場面に立ち会うなど、地域と行

政が連携しながら母子保健の問題を一緒

に解決をしていくというザンビアの新し

い風を感じる経験をしました。 

2016年から始まった継続可能な開発の実

現に向けて、徳島とアフリカの未来（こ

れから）を作るTICOの活動が今後の明る

い未来をもたらすことを心から祈念して

います。 

短い間でしたが、TICOの活動に貢献でき

たことを誇りに思います。 

TICO代表　吉田　修 

ザンビアのエネルギー問題には２つの

側面があると考えています。 

一つは、急速な経済成長、都市拡大に

よる電力不足です。最近、停電の時間

が長くなり、計画停電も行われていま

す。ザンビアの電気のほとんどが巨大

ダムの水力発電で賄われていますが、

需要が急増している上に、降水量が減

りダムの水位が低下していることによ

り発電量が減少しています。また、施

設の老朽化も懸念されます。 

もう一つは、地方の小規模農家や都市

部の貧困層の人々など、電気を使えな

い状態にある人々の問題です。農村に

おいて、通常、調理には薪や炭を使い

ますが、地域によっては森林の減少で

薪を集めるためにかなりの時間を費や

し女性達の重労働となっています。今

でもほとんどの農家の調理場は、石を

３個置いて３方から薪を焼べ、お鍋を

掛ける原始的なものです。それでも大

変上手に調理をしますが、燃焼効率の

良いかまどや七輪はありません。都市

部の人々は薪や炭を購入しますが、値

段が高騰しています。 

また、ここ数年の間に貧困層にも急速

に携帯電話が普及しました。当然、携

帯の充電には電力が必要で、ソーラー

発電のパネル１～２枚と自動車のバッ

テリーを駆使して充電する人たちも増

えて来ました。 

途上国におけるエネルギー問題も無視

できない状況ですが、森林の保全、計

画的な森林利用、植林、そして、燃焼

効率の向上として、かまど・七輪・ロ

ケットストーブの普及など、取り組め

ることがあるのではないかと考えてい

ます。 

そして、日本と同様に持続可能な自然

エネルギーの利用も視野に入れたエネ

ルギー政策をザンビアでも取り入れて

ほしいものです。太陽光、風力や小規

模低落差水力発電など、可能性は無限

だと思われます。 

よしだ・おさむ：自称兼業農家（外科医） 
徳島県出身。アフリカをはじめ世界各国にて国
際医療支援活動を実施。現在吉野川市山川のさ
くら診療所で地域医療を実践しながら、代表と
してTICOを運営。 
写真は、燃焼効率が良いとされる「改良かまど」
かつては日本でも使われ、普及活動が行われて
いる途上国もあるとのこと。 
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「ザンビアのエネルギー問題」

ザンビア事務所で業務調整員として約一

年活動させていただき、ありがとうござ

いました。アフリカ大陸に初めて足を踏

み入れ、初めて海外で仕事をさせていた

だきました。最初は、言葉も文化も異な

る相手から信頼を得ていくにはどうした

らよいだろうかと悩むこともありました

が、日を追うごとにその悩みも薄れてい

き、とにかく村の人とともにプロジェク

トを楽しむことに集中しました。そして、

帰国間際には、一番お世話になったディッ

プタンクの運営委員会から“生きている”

七面鳥と鶏をいただき、この機会を次に

生かしていきなさいと激励された思いで

した。 

いつかザンビアに戻り、彼らの笑顔に再
会できることを夢見て。

離任の
ご挨拶

柳下 優美 
　（業務調整員）

村上 久子 
（事業モニタリング 
   [地域・行政間連携強化]）

▲ンプンドゥ村にて、感謝の印としていただい
た“生きている”七面鳥と鶏と共に記念撮影。

▲SMAG養成研修（2ページ参照）にて、 
受講生、ナースと村上（中央）。
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みなさん、「野菜」食べてますか？ 

「野菜を食べるだけで国際協力」がで
きなんて、クールだと思いませんか？
いわゆる「寄付つき商品」です。 

そんなクールなことが始まっています。

私自身が関わる「さくらファーム」と
いう農場では、平成23年から本格的に
有機栽培による野菜の生産に取り組ん
できました。時間はかかりましたが、
ようやく、生産が軌道に乗り販売量も
増えてきています。 

そこで、今年２月から７月まで「菜食de
国際協力！」というキャンペーンを開
始。徳島県内の「キョーエイ」各店、
関西地域にある「トップワールド」「サ
ンプラザ」「ニシヤマ」といったスー
パーマーケットのすきとく市コーナー

で販売した野菜の収益の一部（3％）が
TICOに寄付されることになりました。 

味自慢の安心安全な野菜を食べて、国
際協力！ぜひご利用ください。 

【さくらファーム】のホームページ 

＊TICOの会員になってください！ 
会員となって資金面からもTICOの活動をサポートしてくださる方を募集しています。
会員の方には、TICOニュースレター “Face to Face” を毎号お送りいたします。 

　　　年会費 
賛助会員 個人　　　¥12,000  
  学生　 　　 ¥6,000  
  団体　　　¥15,000  
正会員 　　　　　¥12,000  
※通常は賛助会員でのご入会をお願いしています。総会での議決権を持つ
正会員を希望される方は事前にご連絡下さい。 

入会ご希望の方は、年会費を郵便振替にてお支払い下さい。郵便局備え付けの振替用
紙で、次の口座へお願いいたします。 

口座番号 01640-6-37649  
加入者名 TICO 

ご住所・ご氏名（フリガナ）・お電話番号の他に、Eメールアドレスもお持ちでした
ら通信欄にお書き添え下さい。 
なお、ゆうちょ銀行自動引き落とし、クレジットカード払いも可能です。詳しくはホー
ムページをご覧になるか、下記までお問い合わせ下さい。 
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＊ご寄付をお待ちしています。 
郵便振替 ̶ 01640-6-37649（加入者名）TICO 

銀行振込 ̶ 四国銀行　山川支店（店番号344） 
　　　　　　普通 0199692 
　　　　　　特定非営利活動法人TICO  
　　　　　　　　代表理事 吉田修 
　　　　　　カナ入力の場合は、トクヒ）テイコ 

指定寄付 ̶該当する項目を振替用紙の通信欄にお書き添えください。また、銀行振
込の場合は、該当する項目をお知らせください。 

✤ザンビア募金（ｻﾞﾝﾋﾞｱ） 
✤学費支援（ｶﾞｸﾋ） 
✤ムワプラ分娩室（ﾑﾜﾌﾟﾗ） 

クレジットカード ̶ ホームページをご覧下さい。　　　　　　　　　　　 
（http://www.tico.or.jp/whatucan/donations/credit/)　 

募金箱 ̶ さくら診療所（徳島県吉野川市）に常設しています。 
インターネット ̶ TICOウェブサイトのバナー広告をクリックして、そこからお買い
物していただくと、代金の一部が寄付されます。詳しくはホームページをご覧下さい。

書き損じハガキ ̶ 事務局までお送りください。 

特定非営利活動法人 TICO 事務局 
〒779-3403　徳島県吉野川市山川町前川120-4 
電　話：0883-42-2271（平日 9:30～18:30） 
メール：info@tico.or.jp   /  ホームページ：www.tico.or.jp 
フェイスブック : www.facebook.com/ticohq 
ブログ：blog.goo.ne.jp/tico_blog 
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ご支援ありがとうございました 
TICOの国際協力活動は、皆様からの寄付金や会費によって支えられています。温かいご支援をお待ちし
ております。
寄付をいただいた方（書き損じハガキ等含む） 
今関英子、原田恵子、ヒラオカ薬局、合同会社
PlanB、中田隆子、唐住洲子、さくらcafé募金
箱、さくら診療所、増富博子、高松聖ヤコブ教会
婦人会、田淵規子、渡部知美、浜垣伊津美、橋本
浩一、久保有希、西愛正、加涌由貴、菊谷満子、
K's Pet Clinic、吉野川市立森山小学校、南波夏
子、中村芳子、ツジヨリコ、武市秀男、新居智
次・和世、副島光江、奈良県医療福祉相談室生活
協同組合、原井和子、竹岡サヨ子、わらびの会、

田淵幸一郎、近森憲助、杉本尊史、福士庸二、匿
名12名 

会員を更新された方 
加藤恵、笹井美由紀、白石吉彦、田淵幸男・規
子、株式会社柚子りっ子、下村俊太郎、浜垣伊津
美、長倉聖子、鈴記好博、北島コーポレーショ
ン、長野修身、ホウエツ病院、髙島百合、三木野
博之、砂田 、高井美穂、坂東正章、金納千晴、森
山庄八、ヒラオカ薬局、中西敬子、寺口カミコ、

岩田祥三、関谷晴孝、松島、饗場和彦、岡真澄、
中川朋子、匿名1名 

新たに入会された方 
森本佳奈、和田るり、森迫ゆり子、中村葵、高橋
愛、笠井俊佑、森本桂子、木下厚子 

 2015年12月1日分～2016年3月31日 
 順不同、敬称略 

事務局長 
福士庸二のつぶやき

菜食de国際協力！ 

http://tokushima-sakurafarm.jimdo.com/

▲これが目印！
さくらファームの野菜たち


